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審 査 の 要 旨 
【批評】 
 本論文は、１方向にのみ感度を有する縦波専用あるいは横波専用の超音波プローブに替わるものと
して３自由度プローブが提案されている。これは、モノリシックな圧電基板上に複数の溝と複数の電
極を設ける独創的なアイデアにより３自由度を持たせたものであり、任意方向の粒子変位を持つ超音
波を送受信可能であることを特徴としている。論文中では、このプローブと独自のアレイ信号処理を
併用することで、送信時には副次的に発生する不要なビームが抑制可能であり、受信時には到来波が
縦波であるか横波であるかを判別可能であることが示されている。これは、アレイ超音波探傷法にお
けるある種のアーティファクトが判別・抑制できることを示すものである。提案された３自由度プロ
ーブとアレイ信号処理による可視化手法は、従来不可避であった可視化像におけるアーティファクト
を部分的ではあるものの軽減できるものであり、本論文の成果をより発展させることにより特に弾性
体中の非破壊検査への寄与が期待されるものであり、高く評価できる。 
 
【最終試験の結果】 
平成２９年２月７日、システム情報工学研究科において、学位論文審査委員の全員出席のもと、著
者に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、学位論文審査委員全員
によって、合格と判定された。 
【結論】 
上記の学位論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（工学）の学位を受けるに十分
な資格を有するものと認める。 
 
